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■
家

庭

や

地

域

で

災

害

に

対

す

る

備

え

を

確

認

　

平
成
28

年
４
月
の
熊
本
地
震
、
同
６
月

の
１
時
間
当
た
り
の
総
雨
量
が
１
５
０
㍉

の
豪
雨
災
害
で
は
、
町
内
で
も
家
屋
の
倒

壊
や
浸
水
、
土
砂
災
害
な
ど
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や
洪
水
、

土
砂
災
害
な
ど
に
特
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
災
害
に
備
え
て
次
の
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
全
員
で
避
難
場
所
を
確
認
し
よ
う

●
台
風
の
際
に
は
事
前
に
家
の
周
り
の
確

認
を
し
よ
う

●
非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

形
で
発
生
す
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
も
の

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
生
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
て
事
前
の
準
備
を

大雨・台風

土砂崩れ

地震

●熊本県防災情報メールサービス

　県が配信する防災情報サービスです。

気象注意報・警報、河川水位情報、避

難勧告などをメールでお知らせします。

　entry@anshin.pref.kumamoto.jp

に空メールを送信して、事前登録して

ください。

●熊本県統合型防災情報システム　

　県内の大雨などの気象情報や土砂災

害警戒情報や河川の水位状況などをリ

アルタイムで確認できます。インター

ネットからアクセスしてください。

▲

熊本県統合型防災情報システム

　http://www.bousai.pref.kumamoto.jp

■情報収集のための手段①　～最新の情報をいち早く確認～

大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に
、
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

今
だ
か
ら
こ
そ

▲

豪
雨
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た
道
路
（
谷
内
区
）

■避難が必要な状況
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■
町
が
発
令
す
る
避
難
指
示
・
勧
告

　
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
り
災
害
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

を
災
害
か
ら
保
護
し
被
害
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
町
で
は
避
難
に
関
す
る
情
報

を
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
区
分
は
高
齢
者
な
ど
避
難
に
時
間

の
か
か
る
方
に
早
め
の
避
難
を
促
す
「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
、
通
常

の
避
難
行
動
が
で
き
る
者
に
避
難
を
促
す

「
避
難
勧
告
」
、
危
険
が
切
迫
し
、
早
急
な

避
難
を
促
す
「
避
難
指
示
（
緊
急
）
」
の

3

段
階
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
自
ら
の
判

断
で
自
主
的
に
避
難
を
す
る
「
自
主
避

難
」
が
あ
り
ま
す
。
避
難
区
分
に
つ
い
て

は
、
気
象
状
態
や
河
川
の
推
移
な
ど
に
よ

り
判
断
さ
れ
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

防
災
無
線
に
よ
る
一
斉
通
報
、
携
帯
電
話

な
ど
の
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
、
サ
イ
レ
ン

の
吹
鳴
な
ど
で
伝
達
さ
れ
ま
す
。
避
難
を

す
る
場
合
に
は
、
慌
て
ず
に
回
り
の
状
況

を
見
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
命
を
守
る
た
め
に
情
報
収
集
を

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
注
意
情
報
や
警
報

な
ど
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
町
、
消
防
か
ら
発
信
さ
れ
る

情
報
を
常
に
収
集
・
精
査
し
て
、
デ
マ
情

報
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
警
報
や
勧
告
な
ど
が

な
く
て
も
、
常
に
身
の
回
り
の
状
況
に
気

を
配
り
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は
、

明
る
い
う
ち
に
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●洪水情報の配信エリア拡大

　国土交通省では、平成30年５月から

国が管理する緑川、白川で、川が氾濫

する可能性が高まった時に、対象の地

域にいる人に氾濫の危険をお知らせす

る情報が緊急速報メールを活用し自動

で配信されるようになりました。

●甲佐町公開マップ　

　町では、「甲佐町公開マップ」を整備

しました。緊急指定避難場所や土砂災

害警戒区域などを確認できます。

▲

甲佐町公開マップ

　https://apps01.chklab.com/LG434442/

　　　　CommonMap/Home/Policy/

■情報収集のための手段②　～いざというときは早めの避難を～

❖防災特集・災害に備えて事前の準備を

■町から発令される避難情報と発令時にとるべき行動

▲甲佐町公開マップ

高

低

自主避難

避難勧告

避難指示
（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始

危
険
度

自宅および周辺の状況により災害被害を感じた場合は、自らの判断で
自主的に避難することができる

避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される場合

災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった場合

災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常に
高まった場合

・指定された地域の避難場所への避難行動の開始
・親戚や知人宅などへ避難する

・いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じる人
　は、避難を開始しましょう。
・避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児など）
　は避難を開始しましょう。　

・速やかに避難場所へ避難しましょう。
・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安
　全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。

・まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難をしましょう。
・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安
　全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。

台風や大雨などにより災害発生の恐れがある場合には、避難に関する情報を発令します。

区分 発令時の状況ととるべき行動
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　５月13日（日）中甲橋上流左岸の

緑川河川敷で、平成30年度緑川水防

演習が行われました。

　同演習は、緑川流域の６市町など

が参加する緑川水防演習協議会（上

田泰弘会長）が主催。洪水などの河

川の非常時に際して迅速に対処でき

るように「水防法」では毎年、水防

責任者が水防演習を実施することが

定められているため、同協議会の参

加団体が連携・協力を図って水防に

取り組むために実施しています。

　町水防団（松尾憲親団長460人）は、

土のうを付けた防水シートを堤防に

設置し堤防への水の浸透を防ぐ

「シート張り工法」を実施しました。

■平成30年度緑川水防演習を実施　～非常時の備えを万全に～

非
常
持
ち
出
し
品
や
避
難
所
を
確
認
し
よ
う

■災害に備えて用意する非常持出品

■
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持
っ
て

　
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す

　
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
や
集
中
豪
雨
の

際
に
は
、
土
砂
災
害
に
よ
り
水
道
・
電
気

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
と

と
も
に
、
道
路
や
河
川
な
ど
が
土
砂
災
害

な
ど
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
り
流
通
が
途

絶
え
孤
立
す
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
時
は
、
長
期
の
停
電
や

断
水
が
発
生
し
、
支
援
物
資
の
到
着
も
遅

れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
各
家

庭
で
３
日
間
を
し
の
ぐ
必
要
最
低
限
の
水

や
食
料
な
ど
を
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
避
難
指
示
な
ど
の
発
令
の
た
め
、

す
ぐ
に
自
宅
に
帰
れ
ず
避
難
所
な
ど
で
の

長
期
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
防
災
の
た
め
に
特
別
な
も
の

を
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
、

普
段
の
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
食

品
な
ど
を
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
料
品
な
ど
の
ほ
か
に
、
着
替
え
や
常

備
薬
な
ど
生
活
に
必
要
な
も
の
を
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
お
き
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ご
自

身
の
環
境
に
合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て
事
前
の
準
備
を

▲「シート張り工法」を実施する町水防団

●いつでも避難できるように準備しておくもの

　　　　　□飲料水　□非常用食品（乾パンや缶詰など長期保存できるもの）

　　　　　□防災ずきんやヘルメット　□懐中電灯　□携帯ラジオ　

　　　　　□予備電池　□笛やブザー　□携帯電話（充電器含む）　

　　　　　□万能ナイフ　□手袋

　　　　　□現金　□預金通帳・印かん　□健康保険証　□身分証明書

　　　　　□救急セット　□常備薬・持病薬　□タオル　

　　　　　□トイレットペーパー　□ウェットティッシュ　□着替え

　　　　　□雨具　□生理用品　□缶切り　□粉ミルク・紙おむつ

　　　　　□ビニール袋　□カイロ　□携帯トイレ　□マッチやライター

　　　　　□スリッパ　□食品用ラップフィルム　□マスク　□毛布

　　　　　□その他自分の生活に欠かせないもの

●復旧までの３日間をしのぐ備蓄品

　　　　　□ペットボトル（１人１日３㍑）　□貯水した防災タンク

　　　　　□米　□缶詰やレトルト食品　□梅干しや調味料

　　　　　□フリーズドライ食品・チョコレート・あめなど
　　　　　□卓上コンロ　□ガスコンロ　□固形燃料

　　　　　□生活用水　□毛布・寝袋　□洗面用具　□調理用具

　　　　　□バケツ・アウトドア用品　□ポリタンク

食 料 品

避 難 用 具

貴 重 品

衛 生 用 具

そ の 他

飲 料 水

燃　料

そ の 他

食 料 品
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　「災害は忘れたころにやっ

てくる」といわれます。２年

前、私ちは熊本地震そして時

間雨量150㍉の豪雨を経験し

ました。大規模な地震や風水

害などでは、大切な命を失う

ことのないよう「自分の身を

守る」ことを最優先にして、

次に何をしたらよいかを、１

人１人が常に考えておくこと

が大切です。

　また、地区や町の防災訓練

（今年は10月28日（日）に実

施する予定です）などに積極

的に参加して「防災力」を高

めましょう。ご家庭では、屋

内の安全確認、食糧および薬

品などの備蓄品の点検と、非

常持ち出しリュックの準備を

しておくことで、いざという

時に備えましょう。

　「備えあれば憂いなし」で

す。

くらし安全推進室

佐々木 善平 室長

　自主防災組織とは、「自分たちの

地域は自分たちで守る」という共通

の目的を持って、地域の人たちが自

発的に結成する防災のための組織で

す。

　災害発生時に消防団などが現場に

到着するまでの間、地域で協力しな

がら人命救助や消火活動をして、被

害を最小限にとどめるために作られ

ています。

　この自主防災組織は災害発生時に

最も頼りになる地域住民同士の助け

合いを組織化したものです。

　皆さんの地区でも積極的な防災訓

練などを通じて、地域の防災力を高

めませんか。

■自主防災組織で高める防災力　～地域で災害に対する備えを～

■町内の緊急指定避難場所、Wi-Fi 設置施設マップ

■
避
難
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

　
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
災
害
が
発
生
し
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
に
避

難
し
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
よ
う
に
夜
間
避
難
を
す
る

場
合
や
、
勤
務
先
か
ら
避
難
す
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所

や
経
路
を
確
認
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
す
ぐ
避
難
が
で
き
る
状
態
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

被
害
の
拡
大
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

自
分
自
身
で
の
備
え
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
地
域
で
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

災
害
に
備
え
て
今
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
、
自
分
の
生
命
や

大
切
な
人
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

避難場所（所在地） Wi-Fi 設置場所

①
町総合保健福祉センター
（甲佐町豊内619）W

⑥
龍野福祉ふれあいセンター
（甲佐町上早川334）

●
町役場・町生涯学習セン
ターW

②
甲佐小学校
（甲佐町豊内613-1）

⑦ 白旗福祉ふれあいセンター ● 町民センターW

③
町農業研修センター「ろくじ館」
（甲佐町豊内719-2）W

⑧
白旗小学校
（甲佐町白旗50）

● やな場W

④
甲佐中学校
（甲佐町中横田300）

⑨
上益城農業協同組合第一営農セ
ンター（甲佐町白旗543-1）

W…Wi-Fi 設置場所

⑤
龍野小学校
（甲佐町上早川1220）

⑩
乙女小学校
（甲佐町津志田3037）

１

▲５月に上揚区で行われた防災の講話

２

３

４

いざという時に
備 え ま し ょ う！

熊本市
城南町

御船町

美里町

美里町

甲佐町役場

⑨

❶

❷

❸
①
②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑩
443

❖防災特集・災害に備えて事前の準備を
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４
月
29
日
（
日
）
緑
川
流
域
な
ど

で
、
「
緑
川
の
日
２
０
１
８
」
一
斉

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緑
川
な
ど
の
自
然
環
境
の
保
全
に

関
し
て
、
住
民
や
企
業
、
行
政
機
関

な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
甲
佐
町
緑
川
流
域
美

化
活
動
推
進
協
議
会
（
境
国
嗣
会

長
）
が
主
催
。
約
２
，
０
０
０
人
が

参
加
し
て
、
ご
み
拾
い
や
清
掃
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
各
地
で
回
収
・
分
別
し

た
紙
く
ず
や
空
き
缶
・
空
き
瓶
、
木

く
ず
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
な
ど

は
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
集
め

ら
れ
、
甲
佐
中
学
校
の
生
徒
ら
に
よ

っ
て
再
度
分
別
作
業
を
行
い
処
分
。

町
内
全
体
で
、
約
１
，
８
０
０
㌔
の

ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　４月24日（火）中甲橋グリーンパークで、

甲佐小学校（福田雅也校長201人）の３年生

35人が稚アユの放流を体験しました。

　水環境の大切さを子どもたちに伝えるため

にサントリー九州熊本工場（嘉島町）が

2005年から毎年実施。緑川漁業協同組合（山

口照雄組合長）の協力の下、体長５～６㌢程

に成長した稚アユ約１万１千匹をやさしく放

流しました。

　放流を体験した児童たちは「面白かった。

大きく育ってほしい」と笑顔で話しました。

天然記念物の遺伝子つなぐ

「麻生原のキンモクセイ」クローン苗木を植樹

きれいな自然環境を守ろう　

「緑川の日２０１８」一斉清掃活動

緑川で大きく育ってね　

甲佐小３年生が稚アユ１万１千匹を放流

▼クローン苗木の植樹を行う奥名町長（右）と森林総合研究所の佐藤課長

▲バケツに分けた稚アユを緑川に放流する甲佐小３年生

▼

集
め
ら
れ
た
ご
み
を
再
分
別
す
る
甲
佐
中
生
徒
た
ち

　

４
月
20
日
（
金
）
国
指
定
天
然

記
念
物
「
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ

イ
」
と
同
じ
遺
伝
子
を
持
つ
ク

ロ
ー
ン
苗
木
が
、
町
役
場
東
側
の

広
場
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
は
、
モ
ク

セ
イ
科
の
一
種
ウ
ス
ギ
モ
ク
セ
イ

で
樹
高
18
㍍
、
幹
ま
わ
り
3
㍍
、

樹
齢
７
５
０
年
以
上
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
台
風
や
熊
本
地
震
に
よ
る

被
害
を
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
近

年
は
樹
勢
の
衰
え
が
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。

　

町
は
平
成
25
年
に
森
林
総
合
研

究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
九
州
育

種
場
（
合
志
市
）
へ
ク
ロ
ー
ン
苗

木
の
育
成
を
依
頼
。
学
術
研
究
の

た
め
長
寿
木
の
遺
伝
子

を
収
集
し
て
い
た
同
育

種
場
は
文
化
庁
の
許
可

を
得
て
10
本
の
枝
を
採

取
し
、
挿
し
木
し
て
4

本
の
苗
木
の
育
成
に
成

功
。
こ
の
う
ち
30
㌢
程

に
成
長
し
た
2
本
が
町

へ
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

苗
木
を
受
け
取
っ
た

奥
名
克
美
町
長
ら
は
そ

の
う
ち
の
１
本
を
町
役

場
内
の
広
場
に
植
樹
。

残
る
１
本
は
「
麻
生
原

の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
近

く
に
麻
生
原
区
の
皆
さ

ん
の
手
で
植
え
ら
れ
ま

し
た
。
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　４月21日（土）～26日（木）福岡県で春季九

州地区高校野球大会（第142回九州大会）が行わ

れ、北隆照選手（津志田区、福岡・九州国際大学

付属高３年）が出場し、見事優勝しました。

　同大会は九州各県の代表11校に今春の選抜高

校野球大会出場校を加えた計16校が参加。福岡

県予選大会を４位で通過し、本大会へ進んだ同高

で、北選手は９番二塁手として全４試合に先発出

場。決勝では二塁打を含む２安打１打点の活躍で、

同高の優勝に貢献しました。

　北選手は「４試合戦い抜いて優勝できたことが

よかったです。２回戦で昨秋の明治神宮大会準優

勝校に勝ったことが自信につながった思います」

と大会を振り返り、今後の抱負については、夏の

甲子園出場を見据えて「５月12日（土）の福岡

高野連招待試合では春の選抜大会ベスト４の東海

大相模高校と対戦しました。負けはしましたが、

チーム力は確実に上がっていることを感じました。

最後の夏なので悔いが残らないように頑張りま

す」と話しました。

　

５
月
16
日
（
水
）
乙
女
小
学
校
で
、

平
成
30
年
度
乙
女
小
「
ま
つ
や
ま

塾
」
が
開
講
し
ま
し
た
。

　

同
塾
は
放
課
後
に
地
域
住
民
の
参

加
協
力
を
得
て
地
域
社
会
で
子
ど
も

た
ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
、

町
教
育
委
員
会
が
平
成
20
年
か
ら
主

催
。
主
に
毎
週
水
・
金
曜
日
に
同
小

学
校
を
中
心
に
年
間
40
回
程
度
、
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

５
月
18
日
（
金
）
は
同
塾
が
活
用

す
る
畑
で
、
そ
ら
豆
な
ど
の
収
穫
体

験
を
実
施
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
昨
年
12
月
に
種
ま
き
を
し
た
そ
ら

豆
や
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
を
仲
良
く

収
穫
し
ま
し
た
。
収
穫
後
、
下
ご
し

ら
え
の
仕
方
を
学
び
、
茹
で
て
み
ん

な
で
味
わ
い
ま
し
た
。

　４月21日（土）東京都渋谷区の国学院大

學キャンパスで、第25回東京甲佐会総会お

よび懇親会が開催されました。

　同会（蜂谷和明会長）は、主に首都圏在住

の本町出身者などで構成され、会員相互の親

ぼくと故郷である本町との交流や情報交換な

どを目的に平成６年に設立されました。

　総会では、第42回熊本甲佐10マイル公認

ロードレース大会への協賛金寄贈などが報告

され、本町にゆかりのある約70人の参加者は、

故郷への思いを温め交流を図りました。

▲総会・懇親会には本町にゆかりある約70人が参加

▲４月に福岡県で行われた春季九州地区高校野球大会で９番二塁手とし
て全４試合に先発出場し、優勝に大きく貢献した北選手

▼

そ
ら
豆
を
収
穫
す
る
子
ど
も
た
ち

高校野球の春季九州大会で優勝

北隆照選手が決勝で２安打１打点の活躍

本町出身者が集い故郷を思う

第25回東京甲佐会総会および懇親会

地域社会で育てる子どもたち

平成30年度乙女小「まつやま塾」開講



Information

介
護
予
防

町総合保健福祉センター　TEL096‒235‒8711

■
は
つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催
し

　
て
い
ま
す

　

町
で
は
、『
は
つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
、
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
自
身
の
体
の
状
態
を
改
善

す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
近
、

足
腰
が
弱
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
方
や
、

入
院
生
活
で
体
力
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
と

い
う
方
に
、
特
に
お
す
す
め
の
教
室
で
す
。

▼
開
催
日
時

　

毎
週
水
曜
日　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
会
場

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
で
、

•

要
支
援
１
・
２
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い

　

る
方

•

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者

※
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、
介
護
予

　

防
の
支
援
が
必
要
か
ど
う
か
を
調
べ
る

　

た
め
の
質
問
票
（
全
国
統
一
様
式
）
の

　

こ
と

▼
定
員

　

30
人

▼
申
し
込
み
期
間
ま
た
は
期
限

　

随
時
受
付
中

▼
参
加
料

　

１
回
３
０
０
円

▼
内
容

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
が
、
自

　

宅
で
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
体

　

操
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

・
口
腔
に
関
す
る
こ
と
や
栄
養
に
関
す
る

　

こ
と
の
講
義
・
指
導
も
月
に
１
回
行
い

　

ま
す
。

・
教
室
へ
は
16
回
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

　

教
室
卒
業
と
な
り
ま
す
が
、
自
宅
で
で

　

き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
学
べ
る
た

　

め
、
参
加
者
に
好
評
で
す
。

▼
特
記
事
項

　

交
通
手
段
が
な
い
方
又
は
来
所
困
難
な

方
は
、
送
迎
も
あ
り
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
室
へ
の
参
加
申
し
込
み
や
詳
し
い
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

健
診

町住民生活課　TEL096‒234‒1113（内線106）　町総合保健福祉センター　TEL096-235-8711

■
町
の
健
診
で
自
分
の
身
体
の
状
態

　
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

健
診
は
、
自
分
で
は
気
付
く
こ
と
の

で
き
な
い
身
体
の
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。
毎
年

受
診
す
る
こ
と
で
自
分
の
健
康
状
態
の

変
化
を
確
認
で
き
る
な
ど
、
健
診
に
は

た
く
さ
ん
の
「
メ
リ
ッ
ト
」
が
あ
り
ま

す
。

　

町
で
は
、
7

月
か
ら
町
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
特
定
健
診
、
若
者
健

診
、
後
期
高
齢
者
健
診
な
ど
の
各
種
健

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
診
の
お
申
し
込
み
が
ま
だ
お
済
み

で
な
い
方
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

個
人
負
担
も
少
な
く
て
済
む
町
の
健

診
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■
町
が
実
施
す
る
健
診
に
つ
い
て

●
特
定
健
診
・
若
者
健
診

▼
実
施
期
間

　

7

月
6

日
（
金
）
〜
7

月
12

日
（
木
）

 

▼
対
象
者

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
20

〜
74

歳
ま
で
の
人 

▼
個
人
負
担
金

　

１
，
０
０
０
円

▼
健
診
内
容

　

体
格
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
医
師
の
診

察
な
ど 

●
後
期
高
齢
者
健
診 

▼
実
施
期
間

　

8

月
16

日
（
木
）
〜
8

月
18

日
（
土
）

 

▼
対
象
者

　

75

歳
以
上
の
人
お
よ
び
一
定
の
障
害

が
あ
る
65

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者

▼
個
人
負
担
金

　

８
０
０
円

▼
健
診
内
容

　

体
格
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
医
師
の
診

察
な
ど 

※
各
種
健
診
と
併
せ
て
「
が
ん
検
診
」

　

も
実
施
し
ま
す
が
、
検
査
の
種
類
に

　

よ
り
対
象
年
齢
と
個
人
負
担
金
が
異

　

な
り
ま
す
。

７月から町の各種
健診を実施します

健 診 は 健 康 づ く り の 第 一 歩 で す

はつらつリハビリ教室
に参加しませんか

教室に参加して自身の体を改善しましょう
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町からのお知らせ　【６月】

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113（内線104）

■
国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の

　
年
金
受
け
取
り
額
を
増
や
せ
ま
す

　

国
民
年
金
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
30

年
９
月

ま
で
の
期
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年

金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が

不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
年
金
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
過
去
５
年
と
は
、
納
め
よ
う
と
す
る

　

月
前
５
年
以
内
の
期
間
で
す
。

▼
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
20

歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
で
、
５
年

　

以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
免
除
以

　

外
）
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

②
60

歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
、
①
の

　

期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘

　

れ
の
あ
る
方

③
65

歳
以
上
の
方
で
、
老
齢
年
金
の
受

給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※
60

歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

　

取
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
し
込
み
で

　

き
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

●
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は
、
次
の
番
号
に
お
掛
け

く
だ
さ
い
。

　

 

TEL
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

・
月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７
時

 

・
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金

　

番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ

　

さ
い
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
は
除
く
）
、
12

　

月
29

日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用
で
き

　

ま
せ
ん
。

●
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

国民年金保険料の納め
忘れはありませんか

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

税

町税務課　TEL096‒234‒1112 （内線115）　

納付書
発行月

納付期限
固定資産税

軽自動車税
町民税

（普通徴収）

国民健康保険税

４期 10期 普通徴収 特別徴収

４月 ５月１日（火） 第１期 第１期

５月 ５月31日（木） 全期

６月 ７月２日（月） 第１期 第１期 第１期 第２期

７月 ７月31日（火） 第２期 第２期 第２期 第２期

８月 ８月31日（金） 第３期 第３期 第３期 第３期

９月 10月１日（月） 第４期 第４期 第４期

10月 10月31日（水） 第５期 第５期 第５期 第４期

11月 11月30日（金） 第６期 第６期 第６期

12月 12月20日（木） 第３期 第７期 第７期 第７期 第５期

１月 １月31日（木） 第８期 第８期 第８期

２月 ２月28日（木） 第４期 第９期 第９期 第９期 第６期

３月 ４月１日（月） 第10期 第10期 第10期

■平成30年度　甲佐町税納期限のお知らせ

・口座振替を申し込まれる方は、毎月28日（12月は除く）に引き落とされますので残高の確認をお願いします。（28
　日が金融機関の休業日の場合は、翌営業日）
・12月は納期限12月20日（木）・口座振替日12月18日（火）になります。
・特別徴収（町県民税・国民健康保険税）は年金からの天引きになりますので、納付書は発送されません。
・固定資産税の４期割は法人および町内に住所を有しない個人の方、共有名義で固定資産を所有している方が対象です。
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Library

町生涯学習センター図書室からの６月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

�������������

�������������

����������

�町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

江戸は神田の袋物屋・三島屋の

お嬢さん「おちか」が、１度に

１人の語り手を招き入れての変

わり百物語。あやかしを呼び寄

せる声が不思議を起こす話「だ

んまり姫」、世に災いをもたら

す面を守る番人とその家の話

「面の家」など、人の弱さ、苦

しさに寄り添い、心の澱を浄め

流す極上の物語、全５編。心に

染み入る１冊です。

KADOKAWA

小説

三島屋変調百物語シリーズ第１期完結編

宮部 みゆき著 /『あやかし草紙　三島屋変調百物語伍之続』

山の動物たちのゆかいなお話

新美 南吉作 いもと ようこ絵 /『あかいろうそく』

少ない油で揚げものを手軽においしく

上島 亜紀著 /『フライパンでラクちん揚げもの』

直径20㌢のフライパンに、100

㍉㍑の油で、手軽に揚げものが

作れます。定番の揚げものから、

ホームパーティーなどで喜ばれ

るおしゃれな揚げもの、さらに

懐かしいおやつまで、少ない油

でも失敗なく作れるレシピ63

品を紹介しています。油が少な

いので短時間ででき、後片付け

もラクちんです。お弁当作りに

も役立つ１冊です。

家の光協会

教養娯楽

東日本大震災で壊滅した木の屋

石巻水産の缶詰工場。その跡地

に埋まっていた泥まみれの缶詰

を掘り出し、磨き、販売したの

は、以前から繋がりのあった東

京都世田谷区・経堂の商店街の

人々だった。その数、22万缶。

過酷な状況でも希望を忘れな

かった人々と、手と心を差し出

した人情商店街の人々の「復

興」の足跡の物語です。

廣済堂出版

一般書

震災被害のサバ缶22万缶が繋いだ希望

須田 泰成著 /『蘇るサバ缶』

さるが「はなび」を見つけたと、

１本の赤いろうそくを持って来

ました。山の動物たちはまだ１

度も「はなび」を見たことがな

かったので、大騒ぎ。夜になっ

たら打ち上げてみようというこ

とになりましたが…。山の動物

たちのしぐさが、かわいらしく

ユーモラスに描かれた、ゆかい

なお話。読み聞かせにおすすめ

の絵本です。

金の星社

児童書

�����������

�����������

��������������

��������������

��������������

��������������

�������������

���������������

��������������

��������������

��������������

�����

�����

�����

� � � �

�����

������

�����

�����

�����

��������������

�������������

���������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

���������������

こ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『ちいさいモモちゃん』（松谷 みよこ著）

榮 美優さん

〔緑町区〕

生まれたばかりのモモちゃんのところ
に野菜たちがお祝いに来たり、ママに
怒ったモモちゃんが乗った電車が空を
飛ぶ？人生の真実も描かれた物語。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　６月14日（木）

　　　　午前10時30分

■会場　図書室おはなしのへや
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Public Hall

町公民館からのお知らせと話題

Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

�����������������

��������������

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

5

月
12

日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
３ 

B
体
操
無

料
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
復
興
支
援
と
し
て

町
公
民
館
自
主
講
座
の
講
師
で

あ
る
荒
牧
美
智
子
先
生
ら
12

人

が
、
町
民
の
方
々
に
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

　

３ 

B

と
は
、
「
ボ
ー
ル
」
、

「
ベ
ル
」
、
「
ベ
ル
タ
ー
」
の
3

つ
の
用
具
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら

を
使
用
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や
バ

ラ
ン
ス
機
能
改
善
運
動
、
認
知

症
改
善
の
遊
び
の
運
動
、
ダ
ン

ス
な
ど
を
し
ま
す
。
年
齢
性
別

に
関
係
な
く
、
誰
に
で
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
体
操
で
す
。

　

参
加
者
60

人
は
、
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
の
体
操
か
ら
道
具

を
使
っ
て
楽
し
く
笑
顔
で
実
技

を
し
て
、
参
加
し
て
い
る
み
ん

な
で
先
生
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
曲
を
踊
り

ま
し
た
。

　

4

月
25

日
（
水
）
緑
町
公
民

館
で
、
緑
町
老
人
会
の
出
前
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
介
護
予
防
の
た
め
の
「
お
口

の
健
康
に
つ
い
て
」
参
加
者
は

30

人
。

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
木
村
真
澄
保
健
師
か
ら
「
お

口
の
健
康
は
、
栄
養
摂
取
だ
け

で
な
く
全
身
の
健
康
に
よ
い
影

響
を
与
え
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
口
の
健
康
を
た
も
つ
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

木
村
保
健
師
は
、
か
む
力
、

飲
む
力
を
維
持
す
る
た
め
効
果

的
な
口
の
運
動
を
紹
介
。
参
加

者
た
ち
も
口
を
い
っ
ぱ
い
に
動

か
し
て
変
顔
に
な
り
な
が
ら
も

お
口
の
体
操
を
続
け
ま
し
た
。

３ 

B
体
操
講
習
会

熊
本
地
震
復
興
支
援

お
口
の
健
康
に
つ
い
て

町
公
民
館
出
前
講
座

▲ベルを使用して楽しく体操を

する参加者

▲木村保健師の話に熱心に耳を

傾ける参加者の皆さん

▲

ワーキング世代の講座のご案内

　「デコパージュで作るネッ
　クレス作り」参加者募集

●日時

　６月14日（木）

　午前10時～正午

●会場

　町農業研修センター「ろくじ

館」研修室

●参加料

　300円程度

●定員

　10人

シフォンケーキのデモンストレー

ションをして、デコパージュを施

したパーツ玉を作りオリジナル

ネックレスを作ります。その後、

シフォンケーキの試食をします。

ぜひ、ご参加ください。

同和問題に関する偏見や差別を

なくそう

●日常生活の中で「人権感覚」を磨

　きましょう

（１）思い込みや偏見をなくしてい

　きましょう

　日常生活の中で、つい何気なく、

　「女のくせに料理もできないのか」

　「年寄りのくせにそんな派手な服

を着て」

　「子どものくせに生意気なことを

言うな」

などと、言うことはありませんか ?

　固定的にレッテルをはってしまう

のは、偏見や差別につながります。

（２）次の世代の子どもたちに人権

　を尊重する心を伝えていきましょ

　う

　家庭内での日頃の何気ない家族の

対話が、子どもの人生に大きな影響

を与えると言われます。大人たちが、

子どもたちに誤った知識を数えるこ

となく、相手を尊重する心を持つよ

う、普段から心がけ、言葉や行動で

示していきましょう。

　「誰かがなくしてくれる」では、

差別はなくなりません。

　「私」自身が差別をなくすために、

どう行動するのかが大切です。

　まず、「自分にできることから始

めましょう。」

 

～熊本県人権情報誌

　『コッコロ通信　vol.38』より～

��������������

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
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❖
町
の
１
歳
６
か
月
児
健
診
で
は

　

80
人
中
５
人
が
む
し
歯
と
診
断

　

本
町
の
１
歳
６
か
月
児
、
３
歳
児
、

12

歳
児
の
む
し
歯
有
病
率
は
、
県
平
均

よ
り
も
高
い
と
い
う
現
状
で
す
。

　

１
歳
６
か
月
児
で
は
、
県
平
均
で
算

出
す
る
と
80

人
中
２
人
が
む
し
歯
と
診

断
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
町
で
は
80

人
中
５
人
が
む
し
歯
と
診
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
県
内
の
14

町
村
で
は
、
む

し
歯
が
０
人
と
い
う
現
状
で
す
。
ま
ず

は
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
ま
で
に
「
１

本
目
の
む
し
歯
を
作
ら
な
い
」
と
い
う

保
護
者
な
ど
大
人
の
意
識
改
革
が
必
要

で
す
。
１
歳
６
か
月
児
で
す
で
に
、
ア

イ
ス
や
あ
め
、
チ
ョ
コ
、
ジ
ュ
ー
ス
、

乳
酸
飲
料
、
菓
子
パ
ン
な
ど
甘
い
お
菓

子
を
食
べ
て
い
る
と
い
う
生
活
が
、
む

し
歯
に
な
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❖
「
お
や
つ
＝
お
菓
子
」
は
間

　

違
い

　

お
や
つ
＝
甘
い
お
菓
子
で
は
な
く
、

お
や
つ
＝
栄
養
を
補
う
「
補
食
」
で
す
。

子
ど
も
は
食
が
細
い
の
で
、
３
回
の
食

事
で
は
食
べ
き
れ
な
い
、
必
要
な
栄
養

を
お
や
つ
で
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

成
長
期
で
あ
る
高
校
生
ま
で
は
、
お

や
つ
＝
「
補
食
」
と
い
う
考
え
が
必
要

で
す
。
現
在
、
町
で
は
各
保
育
園
や
各

小
・
中
学
校
と
連
携
し
た
む
し
歯
予
防

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

❖

む
し
歯
と
糖
尿
病
の
関
係
性

　

甲
佐
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
健
診
や
医
療
、
介
護
の
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
と
、
糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

状
態
が
悪
く
、
そ
の
結
果
治
療
に
か
か

る
費
用
は
糖
尿
病
が
一
番
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
人
工
透
析
や
要
介
護
状
態
に

至
る
原
因
も
糖
尿
病
が
多
い
と
い
う
現

状
で
す
。
病
気
の
体
質
は
遺
伝
し
ま
す
。

食
生
活
が
変
わ
ら
な
い
限
り
一
連
の
流

れ
を
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
生
活
習
慣
が
「
む

し
歯
」
、
「
糖
尿
病
」
の
進
行
を
左
右
し

ま
す
。

　

ま
た
糖
尿
病
は
全
身
血
管
病
な
の

で
、
血
管
が
集
ま
っ
て
い
る
歯
茎
に
も

「
歯
周
病
」
と
し
て
合
併
し
、
歯
を
失

う
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
の
「
む
し
歯
」
か
ら
、

大
人
で
「
糖
尿
病
」
を
発
症
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
得
ま
す
。

❖
６
月
４
日
（
月
）
〜
10
日
（
日
）

　

は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

　

６
月
４
日
（
月
）
〜
10

日
（
日
）
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す
。

　

同
週
間
は
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
国
民
に
対
し
て
普
及
啓

発
す
る
と
と
も
に
、
歯
科
疾
患
の
予
防

に
関
す
る
適
切
な
習
慣
の
定
着
を
図

り
、
併
せ
て
そ
の
早
期
発
見
お
よ
び
早

期
治
療
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
歯
の

寿
命
を
延
ば
し
、
国
民
の
健
康
の
保
持

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

❖
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
に
よ
る

　

無
料
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

　

同
週
間
に
合
わ
せ
て
、
会
員
各
上
益

城
郡
内
歯
科
医
院
に
お
い
て
歯
科
健
診

を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
歯
科
健
診
を
定
期
的
に
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方
や
糖
尿
病
が
あ
る

方
は
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
、
お
口
の

状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間

　

６
月
４
日
（
月
）
〜
９
日
（
土
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

会
員
各
上
益
城
郡
内
歯
科
医
院
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
会
員
各
町
内
歯
科
医
院

•

清
村
歯
科
医
院　
　
　
　
　
　
　
　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
７
７
３

•

さ
と
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
　
　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
１
１
１
８

•

り
ん
ご
歯
科
な
る
せ　
　
　
　
　
　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
２

子

ど

も

の

こ

ろ

か

ら

む

し

歯

と

糖

尿

病

の

予

防

を

Health

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

口と糖 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

６月４日（月）～ 10日（日）は「歯

と口の健康週間」です。本町の１

歳６か月児、３歳児、12 歳児の

むし歯有病率は、県平均よりも高

く、まずは１歳６か月児健診まで

に「１本目のむし歯を作らない」

という意識が必要です。

清田 真理 保健師

Public Relations KOSA
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Smile

わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care

６月の子育て支援カレンダー

�����������������

���������������

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

６・７月の保健活動

����������������

� ������

　　６月21日（木）　午前９時

　　７月19日（木）　午前９時

� ������

　　６月21日（木）　午前10時

　　７月19日（木）　午前10時

� ��������

　　６月１日（金）　午前９時30分

� ��������

　　７月３日（火）　午後１時

� ������������

　　６月22日（金）　午前９時30分

� �����

　　７月３日（火）　午後１時20分

　

松野 仁
に か

香 ちゃん（１歳）

 父・誉弘 さん　母・えみ さん

　（糸田区）

いつもたくさんの笑顔を

　ありがとう♥お兄ちゃん大好き♥

　

吉松 睦
りく

 くん（１歳）

 父・友紀 さん　母・由圭里 さん

　（西寒野区）

　　　元気いっぱい

　　　　大きくなってね

�甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（金） 牛を見に行こう

４日（月） 小麦粉粘土で遊ぼう

６日（水） 園児と交流

８日（金） ブロック遊び

11日（月） 父の日のプレゼント作り

13日（水） お誕生会（要予約）

15日（金） 風船で遊ぼう

18日（月） 園庭で遊ぼう

20日（水） 牛乳パックで製作

22日（金） おやつ作り ( お好み焼き )

25日（月） 積み木で遊ぼう

27日（水） 七夕の飾りを作ろう

29日（金） お絵かき

 育児相談（電話・面接）

 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

�甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�竜野保育園 TEL096-234-0519

13日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�緑川保育所 TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

坂本 一
いっしん

心 くん（１歳）

 父・秀昭 さん　母・蛍 さん

　（下豊内区）

　　いつもありがとう。

　　　みんな大好きです。

Public Relations KOSA
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6
June 2018

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL http://www.town.kosa/

　　kumamoto.jp/

　

熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
で
例
年

執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
、
金
婚

夫
婦
表
彰
に
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

各
行
政
区
の
嘱
託
員
（
区
長
）

に
回
覧
で
の
調
査
と
取
り
ま
と
め

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
ご
夫
婦
は
、
次
の
要

領
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
該
当
す
る
ご
夫
婦

　

昭
和
43

年
1

月
1

日
か
ら
同
年

12

月
31

日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
、

本
年
で
満
50

年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦

▼
受
付
期
限

　

７
月
13

日
（
金
）

▼
連
絡
方
法

　

回
覧
用
の
調
査
用
紙
に
記
入
さ

れ
嘱
託
員
（
区
長
）
に
ご
提
出
い

た
だ
く
か
、
町
総
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
式
典
な
ど
に
つ
い
て 

　

8

月
下
旬
に
熊
本
日
日
新
聞
紙

上
に
ご
夫
婦
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
町
開
催
の
表
彰
式

を
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
に
て
、
9

月
14

日
（
金
）
に
行

う
予
定
で
す 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
２
２
）

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
指
導
者

お
よ
び
支
援
者
を
発
掘
し
育
成
を

す
る
た
め
に
、
「
甲
佐
町
生
涯
学

習
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
を
設
置

し
ま
す
。

　

人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
指
導

者
お
よ
び
支
援
者
を
募
集
し
、
把

握
を
す
る
こ
と
で
、
指
導
者
の
資

質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
を
紹
介

す
る
な
ど
の
育
成
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体

へ
指
導
者
の
紹
介
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
専
門

的
指
導
が
で
き
な
く
て
も
支
援
者

と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
放

課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
で
紹
介
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

　

本
町
で
は
、
小
学
校
の
社
会
体

育
移
行
に
伴
う
指
導
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
指
導
者
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
に
は
、
指
導
者
お

よ
び
支
援
者
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

登
録
に
つ
い
て
は
、
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
町
教
育
委

員
会
に
登
録
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
記
入
の
上
、
社
会
教
育

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　

（
内
線
３
２
５
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の
、
働
く

上
で
必
要
な
資
格
を
習
得
し
就
業

を
支
援
す
る
た
め
、
「
介
護
支
援

専
門
員
受
験
準
備
講
習
会
」
お
よ

び
「
医
療
事
務
＆
調
剤
薬
局
事
務

資
格
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
も

　
満
た
す
方
）

・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母

　

さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
寡
婦
の
方

　

（
熊
本
市
在
住
の
方
を
除
き
ま

　

す
。
）

・
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に

　

出
席
可
能
で
、
技
能
・
資
格
取

　

得
に
意
欲
の
あ
る
方

・
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講

　

習
会
は
、
30

年
度
本
試
験
の
受

　

験
を
予
定
し
て
い
る
方

▼
受
講
内
容

①
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講

　

習
会

②
医
療
事
務
＆
調
剤
薬
局
事
務
資

日 曜 当 番 医

��� ��� ����

���� � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

����� � � � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

doctor

町税などの滞納処分（４月分）

��� �������

� � ��

� � � � � � � ��

� � � � ��

� �� � � � � �������

tax

ｉ

お
知
ら
せ

昭
和
43
年
ご
結
婚
の
ご
夫
婦
へ

金
婚
夫
婦
表
彰
の
お
知
ら
せ

人

材

デ

ー

タ

バ

ン

ク

に

登

録

を

お

願

い

し

ま

す

ひ

と

り

親

家

庭

の

方

の

資

格

取

得

を

支

援

し

ま

す

Public Relations KOSA

June 2018
14



Monthly Information

　

格
講
座

▼ 

受
講
期
間

①
7

月
30

日
（
月
）
、
8

月
6

日

　

（
月
）
、
20

日
（
月
）
、
27

日　

　

（
月
）

　

全
４
回

　

午
前
9

時
30

分
〜
午
後
３
時
30

　

分
②
8

月
25

日
（
土
）
〜
12

月
15

日

（
土
）
（
た
だ
し
、
11

月
３
日

（
土
）
は
休
み
）

　

毎
週
土
曜
日
・
全
16

回

　

午
前
9

時
〜
午
後
１
時
（
昼

　

休
み
な
し
）

▼
受
講
場
所

①
母
子
・
父
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら

　

ゆ
り

　

熊
本
市
東
区
錦
ケ
丘
34

‐
23

②
松
橋
公
民
館

　

宇
城
市
松
橋
町
松
橋
５
６
４

▼
申
し
込
み
先

　

町
福
祉
課

▼
申
し
込
み
期
限
ま
た
は
期
間

①
７
月
13

日
（
金
）

②
７
月
２
日
（
月
）
〜
8

月
10

日

　

（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

　

立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
７
３
６

　

民
具
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
仕

事
の
移
り
変
わ
り
を
伝
え
る
大
切
な

文
化
財
で
す
。
本
講
座
で
は
、
甲
佐

町
民
俗
資
料
館
が
収
蔵
す
る
民
具
の

展
示
制
作
を
通
し
て
、
次
代
を
支
え

る
子
ど
も
た
ち
に
民
具
を
伝
え
て
い

く
意
味
や
方
法
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
主
催

・
県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

・
町
教
育
委
員
会

▼
会
場

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

（
旧
宮
内
小
学
校
）

▼
日
時

　

6
月
〜
平
成
31
年
3
月
（
全
10
回
）

　

各
月
の
第
3
火
曜
日
（
た
だ
し
、

3
月
は
第
2
火
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
受
講
料

　

無
料 

▼
受
講
定
員

　

15
人
程
度

▼
申
し
込
み
方
法

　

6
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
町
教
育

委
員
会
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　

（
内
線
３
２
２
）

事件・ 事 故 件 数

���
����

�� ���

���� � �

���� �� ��

���� � �

4月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

��� ���� ����

� � � ����

� � � ���

� � � � ����

���� � ����

５月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

甲佐中学校のある内田集落から

目野に至る山越えの道に大きな公

孫樹（こうそんじゅ 別名 =いちょ

う）があり、その先に石地蔵が鎮

座（ちんざ）しておられる。この

峠を行く人々の心を和ませている

地蔵で、時折花が手向けてある。

このお地蔵さまは「くすめき地

蔵」と呼ばれている。ここからは

下り坂で目野の集落を望むことが

でき、石地蔵には安永２（1773）

年３月の銘が入っている。

町史によると安永元(1772)年に

は、烈風の為堤防諸所（しょしょ）

18,000 余間破損す、と出ている。

安永２（1773）年には、大雨、諸

河洪水とある。また江戸時代は自

然災害だけでなく、子どもたちは

赤痢（せきり）等の疫病（えきびょ

う）にかかることが多かった。

そこで、お地蔵様に疫病退散の

ご祈祷（きとう）として男の子は

火吹き竹に、女の子は杓文字（しゃ

もじ）に名前と年齢を書いて供え

た。こうして「くすめき」退散の

願いをかけるそうである。

はやり病が外部から侵入しない

よう、そして自分たちの村の子ど

もを守るために祈ったのだろう。

ちなみに「くすめき」とは熊本

弁であり「百日咳（ひゃくにちぜ

き）」のことらしい。

子どもを守る子育て地蔵とし

て戦前まで各地から多くの参拝者

（さんぱいしゃ）があったそうであ

る。

甲佐町の文化財探訪　
～第 57 回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「くすめき地蔵」 赤星眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（４月分）

��� ��� ���� ����

� � � � ������� ������ �������

� � � � ������ ��� ������

� � � � ����� ��� ����

� � ������� ������ �������

※単位・㌔ 

▶
く
す
め
き
地
蔵

ｒ

募
集

講
座
「
子
ど
も
た
ち
に
民
具
を

伝

え

る

」

受

講

者

募

集
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ご支援いただきありがとうございます～震災支援を行う皆さんのご紹介～

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」

�������������

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　������

����������������

●少年柔道

������������

��������������

●卓球

��������������

����������������

●サッカー教室

���������

��������������

���������

����� ���������

●バスケットボール教室

　������

��������������

●ジュニアバスケット教室

　������

��������������

●ノルディックウォーキング

　教室

  ������

��������������

●トランポリン教室

　�������������

���������������

●女子サッカー教室

���������

����������������

■お問い合わせ先

��������������������

���������������

� TEL�������������������

Monthly Information

　

平
成
30

年
度
熊
本
県
毒
物
劇
物

取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　

８
月
７
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
試
験
会
場

　

東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学
校

▼
試
験
の
種
類

①
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

②
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試

　

験
③
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

▼
受
験
願
書

　

県
薬
務
衛
生
課
お
よ
び
各
地
域

振
興
局
衛
生
環
境
課
（
保
健
所
衛

生
環
境
課
）
で
配
布

▼
願
書
受
付
期
間

　

６
月
4
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

▼
願
書
提
出
先

　

県
薬
務
衛
生
課
ま
た
は
各
地
域

振
興
局
衛
生
環
境
課
（
保
健
所
衛

生
環
境
課
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
薬
務
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
２

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
無
料

の
登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈

与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
つ
い
て
、

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時

　

７
月
12

日
（
木
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま

す
）

▼
会
場

　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階
小
会

議
室

Event

��������������

��������������

�����

��������������
���������

ⅰ

お
知
ら
せ

平

成

30

年

度

熊

本

県

毒

物

劇

物

取

扱

者

試

験

野付 祐司さん

〔鹿児島県出水市〕

短い期間ですが復興
のお手伝いができる
ように頑張ります。

長岡 恵輔さん

〔鹿児島県伊佐市〕
上谷 圭吾さん

〔鹿児島県鹿児島市〕

奥薗 達也さん

〔鹿児島県薩摩川内市〕

宮﨑 康德さん

〔熊本県土地改良事業団体連合会〕

德丸 裕祐さん

〔山鹿市〕

蒲ケ原 敬嗣さん

〔鹿児島県鹿児島市〕

熊本地震の発生に伴い、町では平成28年度から震災復興のため、県内外

から多数の派遣職員の方などにご支援をいただいています。今年度、本

町の震災復興のために尽力されている皆さんをご紹介します。

少しでも復興の一助
となれるように頑張
ります。

日常の生活が取り戻
せるように、心より
祈っております。

早くみなさまの復興
のお手伝いができる
よう頑張ります。

昨年度に引き続き復
旧、復興に向けて頑
張ります。

甲佐町の復興の力に
なれるよう頑張りま
す。

微力ながら、甲佐町復
興のため尽力いたしま
す。

無

料

登

記

相

談

所

の

開

設

に

つ

い

て

��������　町総務課　 TEL 096-234-1140

河村 敏治さん

〔熊本県土地改良事業団体連合会 OB〕

甲佐町復興のため尽
くします。

●建設課 ●

●農政課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● ●建設課　　　●
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Monthly Information

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　

装
飾
古
墳
館
に
、
九
州
内
外
の

美
術
館
・
博
物
館
が
集
合
し
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
分
野
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
世
界
に
触
れ
て
み
よ
う
。

▼
日
時

　

６
月
23

日
（
土
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

▼
会
場

　

県
立
装
飾
古
墳
館

▼
対
象

　

幼
児
〜
低
学
年
児
童
向
け

▼
参
加
費

　

無
料
（
一
部
材
料
費
が
必
要
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
）

▼
申
し
込
み

　

不
要

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
装
飾
古
墳
館

　

TEL
０
９
６
8
‐
３
6
‐
２
1
５
１

　

平
成
30

年
度
調
理
師
試
験
を
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
期
日

　

８
月
28

日
（
火
）

▼
試
験
会
場　

　

県
立
大
学

▼
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
持

ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た

経
験
の
あ
る
方

▼
願
書
配
布

　

県
保
健
所
、
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
な
ど
で
配
布

▼
願
書
受
付

　

６
月
11

日
（
月
）
〜
15

日
（
金
）

▼
提
出
先

　

県
保
健
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

　

�

食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源

で
す
。
県
で
は
、
「
第
３
次
熊
本

県
健
康
食
生
活
・
食
育
推
進
計
画

〜
く
ま
も
と
食
で
育
む
命
・
絆
・

夢
プ
ラ
ン
〜
」
に
基
づ
き
、
食
育

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ

と
の
大
切
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な

役
割
な
ど
、
家
族
や
身
近
な
人
と

大
事
な
「
食
」
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

　

県
内
で
、
警
察
官
を
か
た
る
オ
レ

オ
レ
詐
欺
の
前
兆
電
話
と
思
わ
れ
る

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、「
事
件
捜
査
の
段
階
で
、

あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通

帳
が
出
て
き
ま
し
た
」
な
ど
と
い
う

も
の
で
す
。

　

県
内
で
は
、
こ
の
よ
う
な
電
話
を

発
端
に
、
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
か

ら
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
が
過
去
に
あ
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
同
様
の
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
、
相
手
の
質
問
に
応
じ
て
個
人

情
報
を
話
さ
ず
に
、「
こ
ち
ら
か
ら

連
絡
し
ま
す
」
と
言
っ
て
、

・
警
察
署
名

・
警
察
官
の
係
名

・
名
前

　

を
聞
い
て
、
一
旦
電
話
を
切
り
、

当
該
警
察
署
の
代
表
電
話
に
電
話
を

か
け
て
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

�

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応 援 寄 附 金

　■お問い合わせ先

��������

�� TEL�������������������

ｃ

く
ら
し
安
全

警

察

官

を

か

た

る

不

審

な

電

話

に

注

意

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～６月～

 Event

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

キ

ッ

ズ

in

古

墳

館

開

催

�����������
�����������
�����������
������������

「�����」こうさんもん No.1
�������������

　▶������� TEL ������������

　▶���������

������������

����������������������������

���������������������������

�����������

　▶������������

　　1，２１０，０００円

　（４月30日現在） �「おばちゃんたちの野の花写真展」

��������　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

５
月
の
「
布
の
絵
本
作
品
展
」

　

展
示
の
様
子▶期間：６月１日（金）～ 30 日（土）

▶主催：自然視察くまもと写真部　

▶展示内容：阿蘇や身近に咲いている草花の写真

平

成

30

年

度

調

理

師

試

験

の

実

施

毎
年
６
月
は
、
食
に
つ
い
て

考
え
る
「
食
育
月
間
」
で
す

「������」こうさんもん No.16
��������������

　▶��������� TEL ������������

「����������こうさんもん No.15
�����������������

　▶���������� TEL ������������
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

仏
壇
に
た
む
け
し
花
の
色
あ
せ
て
妻
に
す
ま
ぬ
と
詫

び
る
一
時 

白
梅　

武
人

真
向
か
い
の
山
肌
荒
れ
て
砕
石
の
山
の
欠か

け

ら片
は
何
処

へ
行
き
し
か 

池
田
キ
ヨ
子

散
歩
し
て
川
原
の
土
手
の
蕨
と
り
山
で
鶯
ホ
ー
ホ
ー

ホ
ケ
キ
ョ 

赤
星　

文
子

天
国
へ
無
事
に
着
い
た
と
言
う
ご
と
く
細
く
静
か
に

香
立
ち
登
る 

塚
原　

暁
益

山
桜
し
ば
ら
く
咲
き
て
散
り
ゆ
き
て
新
緑
の
山
広
々

と
見
す 

上
村
や
す
美

雨
の
な
か
仲
間
入
り
し
た
新
入
児
赤
・
青
・
黄
色
の

傘
弾
ま
せ
て 

内
田
乃
武
子

「
見
て
見
て
」
と
咲
き
誇
り
お
り
花
ボ
タ
ン
朝
の
光

に
赤
く
染
ま
れ
り 

吉
永
由
紀
子

中
学
で
吹
奏
楽
に
励
む
孫
音
色
に
癒
さ
れ
心
は
は
ず

む 

緒
方　

明
美

初
夏
の
風
吸
い
込
み
て
鯉
の
ぼ
り
少
子
の
里
に
ひ
た

す
ら
泳
ぐ 

渡
辺　

幸
士 　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
ち
ら
っ
と
」

あ
の
人
は
ち
ら
っ
と
見
た
が
よ
さ
そ
う
だ 

林　
　

雅
之

雲
間
よ
り
ち
ら
っ
と
見
え
た
雪
の
山 

日
隈　

俊
郎

ち
ら
っ
と
横
目
を
使
い
つ
ま
み
食
い 

布
田　

愛
子

　
　
　

「
知
恵
」

里
山
に
自
然
の
知
恵
が
眠
っ
て
る 

川
田
ト
メ
子

Ｉ
Ｔ
の
裏
で
は
び
こ
る
怖
い
知
恵 

清
川
み
ど
り

佳
句
ね
ら
い
知
恵
を
絞
る
が
没
ば
か
り 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

か
び
だ
ら
け　

家
中
空
け
て
出
か
け
な
ん 

広
田
み
ど
り

か
び
だ
ら
け　

掃
除
し
た
い
な
脳
の
中 

下
山　

千
恵

か
び
だ
ら
け　

干
し
損
う
た
バ
ス
タ
オ
ル 

志
垣　
　

光

か
び
だ
ら
け　

味
噌
も
醤
油
も
よ
う
出で

け来
た 

佐
藤　
　

葵

か
び
だ
ら
け　

こ
の
チ
ー
ズ
こ
れ
が
良
か
て
な 

平
井
や
よ
い

か
び
だ
ら
け　

化
粧
す
る
し
こ
掃
除
せ
え 

長
原　

産
賀

か
び
だ
ら
け　

油
断
し
た
間
に
は
び
こ
っ
て 

佐
野
し
ょ
う

か
び
だ
ら
け　

極
楽
風
呂
は
地
獄
た
い 

光
永　
　

六

か
び
だ
ら
け　

へ
そ
く
り
そ
っ
と
天
火
干
し 

井
元
あ
ざ
み

か
び
だ
ら
け　

床
下
見
た
ら
水
溜
り 

日
高　

美
里

か
び
だ
ら
け　

箪
笥
か
ら
出
た
一
張
羅 

上
田　

梅
清

か
び
だ
ら
け　

な
ん
さ
ま
ひ
ど
か
不
精
し
た 

日
隈　

元
良

か
び
だ
ら
け　

こ
の
際
電
子
辞
書
に
し
ゅ
う 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

水
無
月 

〜

アジサイ（船津）

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

 住　所 氏　名     性別  保護者

津志田　渡辺　光
あ り と

翔　男　光　信

早　川　大隈捺
な な み

々美　女　圭　輔

仁田子　西口　鈴
れ い ら

蘭　女　　翔　

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,085 ７

女 5,684 １

計 10,769 ８

世帯数 4,282 ５

平成30年４月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

安　平　西村　　彰　75　孝　生

大　町　田仲　正實　88　正　實

東寒野　荒瀬　皓陽　90　真　水

仁田子　渡邉 みゑ　80　慶　一

熊本市　金柿　主税　47　直　子

白　旗　岩永　益夫　67　啓　子

津志田　宮本マツヱ　101　ヨシエ

岩　下　田上カヅメ　102　 茂　男

坂　谷　三浦　照子　88　照　子

有　安　上小園絹枝　88　絹　枝

白　旗　田端　秀晴　82　ツルエ

４月11日（水）～５月10日（木）

ご結婚おめでとう
marriage

作り方

①ニンニクはみじん切り、玉ネ

ギとトマトは１㌢角に切る。

②鍋にサラダ油、ニンニク、唐

辛子を入れ、木べらでよく混

ぜてから火をつけます。香り

が出てきたら玉ネギを加えて

更に炒めます。

③②にひき肉、トマト、枝豆の

順で加えていき塩・コショウ

でしっかり味をつけます。辛

いのが苦手な人は、ここで唐

辛子を取り出しましょう。

④野菜がしんなりし、肉に火が

通ったらカレー粉を振り入れ

て全体を良く混ぜ合わせます。

⑤最後に味をみて、塩コショウ

で味を調えましょう。

枝豆のドライカレー

ご存知ですか？

材　料（４人分）

茹でた枝豆………………… 300g
ひき肉  …………………… 300g
トマト ………………………１個
玉ネギ ………………………２個
ニンニク ………………２～３片
カレー粉 ………………大さじ２
唐辛子 ………………………１本
サラダ油 ………………大さじ２
塩・コショウ ………………適宣

　　枝豆の栄養成分は豆と緑黄

色野菜の両方のいいところを

持っています。

　豆の代表的な栄養成分は良質

なタンパク質です。一方、緑黄

色野菜の栄養成分はビタミンや

カルシウム、食物繊維、鉄分。

特にビタミンＣはアンチエイジ

ングを心がけている人、お酒好

きの人、ストレス解消をしたい

人達には欠かせない栄養素。

　また、枝豆には胎児の正常な

発育を助ける働きをする葉酸も

含んでいます。つまり妊婦さん

にとっても大事な栄養源である

ということ。

　枝豆を上手に美味しく食べて

健康を維持していきましょう。

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　熊本市　永田　千大

　　妻　府　領　奥田　真美

　　夫　熊本市　千場利美雄

　　妻　下横田　北村　恵子
［

［

　

風
薫
る
五
月
が
終
わ
り
、
雨
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
田
植
え
の
準
備

が
始
ま
る
時
期
で
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
や
っ
て
く
る
梅
雨
の
長
雨
は
多
く

の
水
を
必
要
と
す
る
米
作
り
に
と
っ

て
恵
み
の
雨
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
雨
が
自
然
災
害
の

原
因
に
な
る
こ
と
も
。
本
町
に
お
い

て
も
２
年
前
に
経
験
し
た
記
録
的
豪

雨
に
よ
る
被
害
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
も
の
で
し
た
。
大
雨
や
台
風
が
増

え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
ん
な
自
然
災
害

へ
の
備
え
に
つ
い
て
特
集
し
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
用

意
し
て
お
き
た
い
持
出
品
や
町
内
の

緊
急
指
定
避
難
場
所
、
防
災
へ
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
い
つ
や
っ

て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
の
脅
威

に
対
し
て
、
ご
家
庭
や
地
域
で
考
え

る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
と
）
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「
い
じ
め
の
加
害
者
に
も
被
害

者
に
も
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
、

中
学
生
の
人
権
教
育
に
は
特
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

甲
佐
町
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
る

芦
原
博
幸
さ
ん
（
糸
田
区
）
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
で
人

権
活
動
に
取
り
組
む
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
本
町
で
は
同
委
員
４
人
が
、

学
校
や
企
業
で
人
権
啓
発
を
呼
び

掛
け
た
り
、
人
権
相
談
で
問
題
解

決
の
助
言
を
し
た
り
し
て
い
る
。

　

委
員
７
年
目
を
迎
え
る
芦
原
さ

ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
知

る
中
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

書
き
込
み
に
よ
る
い
じ
め
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
さ
さ
い
な
こ
と
が

人
権
侵
害
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
な
け

れ
ば
」
と
実
感
す
る
。

　

活
動
の
一
環
で
、
郡
内
の
中
学

校
な
ど
を
訪
問
し
て
人
権
教
室
も

開
催
。
若
者
の
男
女
間
で
の
暴
力

問
題
で
あ
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
へ
の
注

意
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い
じ
め
防
止

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
委
員
に
よ
る
人

権
啓
発
寸
劇
に
取
り
組
む
。
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
台
本
で
紹
介
す

る
中
で
、
「
生
徒
が
熱
心
に
寸
劇

を
見
入
っ
て
る
姿
や
人
権
の
大
切

さ
へ
の
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
感

想
文
を
読
ん
だ
と
き
、
人
権
活
動

を
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
語
る
。

　

「
い
じ
め
な
ど
の
人
権
侵
害
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
相
手
の
こ
と
を

思
い
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
悩

ん
だ
と
き
は
、
友
だ
ち
や
家
族
な

ど
身
近
な
人
に
打
ち
明
け
て
」
と

芦
原
さ
ん
。
「
た
だ
、
身
近
な
人

ほ
ど
話
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
私
た

ち
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
」
と
訴
え
る
。

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
。
本
町
で
は
特
設
相
談
が
４
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら
町
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
委
員
や
行
政

相
談
委
員
、
民
生
児
童
委
員
、
弁

護
士
が
相
談
を
受
け
付
け
る
。

「
人
権
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
一

緒
に
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
す
る

の
が
、
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
ま

ず
は
気
軽
に
相
談
を
」
と
優
し
い

眼
差
し
で
呼
び
掛
け
る
。
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こうさ広 報

人
権
問
題
で
悩
ん
だ
と
き
は

抱
え
込
ま
ず
に
打
ち
明
け
て

あしはら　ひろゆき / 甲佐町

人権擁護委員。中学生や企業

向けの人権啓発に取り組む。

熊本人権擁護委員協議会事務

局次長としても活動。

芦原 博幸さん
Ashihara Hiroyuki 

〔糸田区〕


